
ピー
ッ

１回押す

下地材

壁

下地が水平方向に入っている場合

本体を水平方向に動
かしても探知ランプ
は反応しません。

本体を横向きにして
垂直方向に動かして
探知してください。

下地の間隔が狭い場合

●下地の間で連続して探知ランプが点灯する。
●下地上で一瞬探知ランプが点灯する。
上記により下地の中心を推測できないこ
とがあります。

まちがえやすい探知事例

約５０ｍｍ以下

安全にご使用いただくために
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安全作業上、事故を未然に防ぐため、次に述べる注意事項をよくお読みの上、指示に
従ってください。
本取扱説明書の注意事項は、「　警告」、「　注意」に区分されています。

●雨の中や水滴のかかる場所
●浴室、台所など水の影響のある場所
●壁表面、内部が結露しているとき
●壁紙（クロス）の接着剤が乾いていないとき（接着後1週間以上は乾かしてください）
●外装材
●表面の凹凸が１ｍｍ以上あるもの
●表面密度が一定でない部材（砂壁など）
●厚みが３ｍｍ以上のウレタンフォーム
●金糸、金箔など金属物が入った壁紙
●内部の密度が均一でなかったり、気泡を含む壁材
●適応壁材以外の壁材
●電池の容量が少なくなっているとき

ご使用前に次の注意事項をよくお読みになって正しくお使いください。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷
を負う可能性が想定される内容を示しています。警　告

１．雨の中や、湿った、または濡れた場所で使用しないでください。使用環境（温度、
湿度）が急激に変化すると、探知精度や探知能力が低下します。

２．本製品は防水仕様ではありません。絶対に水に濡らさないでください。故障の原
因となります。

３．本製品の探知結果は、完全な安全性を保障するものではありません。壁や天井に
穴あけ、切断などの作業を行う前に、あらかじめ図面等で壁裏の電線、ガス管、
水道管などを確認してください。

４．子どもを近づけないでください。また作業者以外作業場へ近づけないでください。
５．使用中に本機の調子が悪かったり、異常音が発生した時は、直ちに電源スイッチ

を切り、使用を中止し、お買い求めの販売店または当社までご連絡ください。
６．分解、改造をしないでください。
７．本製品の用途以外のご使用はおやめください。

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が損害を負う可能性
及び物的損害の発生が想定される内容を示しています。注　意

１．作業場はいつも明るくきれいにしてください。
２．誤って落としたりぶつけた時は、本体に破損や亀裂、変形がないことを確認して

ください。
３．使用しない場合は、きちんと保管してください。

1型式　SF-19A

仕　様

最大探知深さ
適 応 壁 材
適 応 下 地 材

機 能

約１９ｍｍ
石膏ボード、ベニヤ板
木材、金属

外観、仕様などは製品改良のため、一部変更することが
ありますのでご了承ください。
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本体各部の名称

ピラーズナビ

取 扱 説 明 書
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用　　途 ピラーズナビ

この度は　　　　　　　　　　ピラーズナビをお買い求めいただき、ありがとう
ございます。末長くご愛用いただくため、本取扱説明書をよくお読みいただき、必
ず保管してください。

●壁を傷つけることなく、簡単に壁裏の下地（木製、金属製）の探知が可能です。額
縁や家具の転倒防止金具等の取り付けに便利です。
●測定場所付近のコンセントの通電確認を行うことができるため、壁裏にある活線を
傷つけることによる感電事故を防ぎます。
●探知ランプとブザー音により、柱の中心を見つけることができます。
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■電池を入れる

①電池ボックスカバーのロックを押
し、上に引き上げて外します。

①空中でスタートスイッチを 1 回押して
ください。スタンバイランプ（緑）
が点灯し、『ピピッ』と音が鳴った
らスタンバイ完了です。

②手のひらを本体の裏側に近づけて
ください。
探知ランプが３つとも点灯し、
『ピーッ』というブザー音が鳴り続
ければ、正常に作動しています。

②電池ボックス内の＋－表示に合わ
せ、９Ｖ角型乾電池を入れてくだ
さい。

③電池ボックスカバーのツメを本体
に差し込み、ロックが『カチッ』
とかかるまで、電池ボックスカバー
を確実に閉めてください。

壁

断熱材 アルミ箔

壁

ラス網

天井材

鉛入
遮音材

●壁裏の断熱材にアルミ
箔を使用している場合

●天井材の上にほこりが
堆積している場合

●壁内部や壁の後ろに金
属物（ラス網など）が
ある場合

●コンクリート、モルタル、サイディング、ＡＬＣ板等

●鉛が入っている遮音材
（シート材）がある場合

ご使用前に本製品の作動確認を行っ
てください。

■作動確認

探知ランプ
（赤：３段階）

（緑）
スタンバイランプ通電ランプ

スタートスイッチ
短押し：スタンバイ
長押し：電源ＯＦＦ

【本体】

【本体裏面】

電池ボックスカバー 探知面

オ ー ト オ フ 約３０秒

使 用 環 境

電 源

本 体 サ イ ズ
本 体 質 量

約１６０×７５×４０ｍｍ
約９４ｇ（電池含まず）

９Ｖ角型乾電池×１
※電池は付属しておりません。
　別途お買い求めください。

温度：　０～４０℃
湿度：２０～７０％

ＡＣコンセント通電確認
ネイルキャッチ

※屋内用

スタート
スイッチ

探知ランプ
スタンバイ
ランプ

電池ボックス

電池ボックスカバー

マーキングポイント

ネイルキャッチ

コンクリート サイディングモルタル ＡＬＣ板

●９Ｖ角型乾電池×１が必要です。電池は付属しておりませんので、別途お買い求めください。
●本体探知面（裏面）の白いテフロン部６ヶ所には保護フィルムが貼られていますので、
はがしてからご使用ください。
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９Ｖ角型乾電池
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正確な探知ができない条件

準　備



下地

ゆっくりと移動

1回押す

下地に近づく

移動する

壁
に
当
て
る

２

１

１
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保守と点検

修理について

■作業後のお手入れ

●汚れなどを乾いた布でふき取り、使いやすい状態にしておいてください。
●本体は定期的に点検し、損傷している場合はお買い求めの販売店または、当社まで
ご連絡ください。

■保管について

使用しない場合はきちんと保管してください。長期間使用しない場合は、本体から電
池を外してください。また、次の場所には保管しないでください。
●軒先等雨がかかったり、湿気のある所　　　　●直射日光の当たる所
●お子様の手が届いたり、持ち出せる場所　　　●車の中

・本取扱説明書に沿った使用方法を行っても正常に作動し
ない場合や、不明な点がございましたらお買い上げの販
売店または、当社までご連絡ください。

・お問い合わせや、ご連絡がないまま直接修理品等を送付
されても処理、対応ができない場合がありますのでご了
承ください。

使用方法

②壁裏に下地がある場合、下地に近
づくにつれ探知ランプが下から上
へ順に点灯します。

③さらに探知を続けると、『ピーッ』
とブザー音が鳴り、すべての探知
ランプが点灯します。
その位置でマーキングしてくださ
い。

④マーキングが終わったら、スター
トスイッチを長押しして、電源を
ＯＦＦにしてください。

⑤電源をＯＦＦにしたら、本体を持ち
上げ少し離れた位置の壁にピタリ
と当て、再度基準設定を行います。

⑥基準設定が完了したら、③で付けた
マーキングに向かって探知します。

⑦再度『ピーッ』とブザー音が鳴り
すべての探知ランプが点灯した位
置で、マーキングしてください。

①本体の探知面（裏面）を壁にピタ
リと当てます。

②スタートスイッチを１回押してく
ださい。スタンバイランプ（緑）
が点灯し、『ピピッ』と音が鳴っ
たら、基準の設定が完了です。

探知前に、壁裏に下地が無い状態を
「基準」として、本体に設定します。

⑧２ヶ所のマーキングの中間が下地
材の中心位置となります。

※下地材の正確な幅は、測定できま
せん。

※壁面の１ヶ所の探知だけで下地の
位置を判断するのではなく、その
下地が通っていると推測される壁
面を数箇所探知することにより、
より正確な位置の判断が可能とな
ります。

①スタートスイッチを１回押してく
ださい。

②通電しているコンセントに近づく
と、通電ランプが点灯します。

※通電ランプが点灯した箇所付近で
釘を打ち込む等の作業を行うと、
壁裏の電線を傷つける恐れがあり
ますので、ご注意ください。

※安全のため、図面での電線位置確
認を行ってください。

■基準設定

■下地探知

■通電確認

ピピッ

●使用前に本体に損傷がないか十分点検してください。
●壁に穴をあける時は壁裏の釘や配管、電線に気を付けて慎重に作業してください。

●スタンバイ中に本体を動かすと、基準が正しく設定されません。スタンバイ完了まで
は本体を動かさず、壁に当てたまま静止してください。
●スタートスイッチを押してしばらく待っても『ピピッ』という音が鳴らない場合は、
場所を変えてもう一度、基準設定を行ってください。

●探知中に本体を持つ位置を変えたり、
持ち手を変えたり、押し付ける圧力を
変えたりしないでください。
●探知するときは、必ず下図のように動
かしてください。

●手の影響で正確な探知ができないこと
がありますので、グリップ部分以外を
持たないでください。
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スタート
スイッチ

スタンバイランプ

ピー
ッ

探知ランプ

下地

探知ランプ

マーキング

下地

マーキングする

ピー
ッ

マーキングする

壁面

下地
下地の中心

マーキング

①本体のネイルキャッチが付いてい
る面（側面）を壁にピタリと当て、
ゆっくりと移動させてください。

②ねじがある所で磁石が壁側に移動
し、『カチッ』と音がします。

■ネイルキャッチ

壁材を下地に固定しているねじを探
すことができます。

点灯

通電
ランプ

電線

コンセント

マーキング

下地
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問　題 原 因 解 決 方 法
●『ピッピッピッ』
と断続的なエ
ラー音が鳴る。

●反応する所が
多すぎる。
●下地がない所
で反応する。

●下地があるは
ずの所で反応
しない。
●通電ランプが
頻繁に点灯す
る。

●壁内の密度の高い場所や下地
の真上から探知を開始した。
●探知中にぶれたり、壁から離
れたりした。

●下地以外のものを探知してい
る。
●壁内に電気配線や金属・プラ
スチック製の管がある。

●壁内または壁の表面に湿気や
虫食い、気泡等がある。

●電池の残量が少なくなってい
る。

●静電気に反応している。

●探知開始位置を左右どちらか数セン
チ移動した所から始めてください。
●表面が粗い壁等には、紙等を当て
て本体がなめらかに動くようにして
ください。本体が下地や探知物と
並行になるように、壁に当てる力を
均等にしてスライドさせてください。

●探知したものが縦方向の下地か確
認するには、マーキングした場所
の約２０センチ下でも同様に反応す
るか確認してください。

●湿気が乾くのを待ってください。
●針式の下地探しを使用してください。

●新しい電池に交換してください。

●本体探知面（裏面）の白いテフロン
部にハンカチを当てて放電させて
ください。

①基準設定後、探知面が壁から離れ
ないよう、一定の圧力のままゆっ
くりと横方向へ探知していきます。

1回押す２

長押し２

壁に当てる１

ピピッ

下地

磁石

壁材

ねじ

カチッ

壁に当てる １

ゆ
っ
く
り
移
動

●下地がある真上から探知を開始し
た場合、断続的な音とスタンバイ
ランプ（緑）の点滅でお知らせし
ます。探知開始位置を変えて、基
準設定からやり直してください。

１

２

〒955-0061 新潟県三条市林町1丁目22番17号
(0256)33-5501(代)  FAX(0256)33-5551

URL http://www.niigataseiki.co.jp

使用方法 使用方法

故障かな？と思ったら


